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1．研究背景・目的 

セメント固化処理施工現場において，施工条件によっては一度固化処理を施し，数日後に

盛土を行う場合がある．著者らは施工サイトの種々の施工条件を考慮したセメント固化処

理土の固化・破砕特性 1~2）について研究している．本稿では，軟弱地盤材料に対する砂粒分

の混合率がどのように固化破砕土に影響を与えるのか任意の混合率の土試料を作成し，そ

の一軸圧縮強さを調べた． 

2．実験方法 

土試料は，カオリン粘土と豊浦砂の 2 種類を用い，固化材は一般軟弱地盤用固化材(宇部

興産社製)を用いた．土試料と固化材の配合手順

は，破砕しない改良土（以下初期固化土）につい

ては，地盤工学会基準「安定処理土の締固めをし

ない供試体製作方法(JGS0821-2000) 2) 」に準じ

た．その後，初期養生日数(ts )経過した試料を粒径

9.5mm ふるいで裏ごしし,サミットモールド(D/H＝

100mm/200mm)に三層に分け，標準の突き固めエ

ネルギーE で転圧し，転圧後養生日数(tcc)経過し

た後，切り出し供試体とした（以下，固化破砕土

と称す）．なお供試体寸法はD/H=50mm/100mmで

ある．一軸圧縮試験は，地盤工学会基準「土の一

軸圧縮試験方法(JIS A 1216:2009) 3) 」 に準じて

いる． 

テストケースは①固化材添加量 C=50,100,150 

kg/m³，初期養生日数ｔs =3,7,14日，転圧後養生日

数 tcc =3,7,14 日，豊浦砂とカオリン粘土の質量比

を 7:3，5:5，3:7の 3 パターン，含水比ｗ＝40％ 

試料の含水比については既往の研究 4）を基に，

豊浦砂とカオリン粘土を練り混ぜ時に土試料と

水が分離しない程度に設定した． 

3．実験結果および考察  

図-1は，各質量比における初期固化土の一軸

圧縮強さ quと固化材添加量 C の関係である．こ

の図から，初期固化土は豊浦砂とカオリン粘土

 

   図-1 初期固化土の qu-C 関係 

 

   図-2 固化破砕土の qu-C 関係 
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の質量比 3:7ときがどの添加量においても最も

quが大きいことがわかる．同様に，図-2に示し

た固化破砕土の場合においても砂粘土質量比

3:7 が最も qu大きくなることがわかる． 

図-3 に固化破砕土の各砂粘土質量比における

湿潤密度 ρｔと C の関係を示す．ρｔは各質量比で

ほぼ違いがみられなかったが固化材添加量 C に

伴いやや減少傾向を示した． 

図-4 に固化破砕土の各砂粘土質量比における

quと初期養生日数ｔsの関係を，図-5に quと転圧

後養生日数ｔccの関係を示す．これらの図から，

カオリン粘土と豊浦砂を混合した固化破砕土は，

ｔs が大きくなっても qu はほぼ変化がなく，ｔcc

が大きいほど quが大きくなることがわかる． 

4．結論  

本研究で得られた知見は以下の通りである． 

① 初期固化土と固化破砕土共に，豊浦砂とカ
オリン粘土の質量比 3:7ときがどの添加量

においても最も qu が大きいことがわかっ

た． 

② 転圧タイミングによる強度特性について，
カオリン粘土と豊浦砂を混合した固化破

砕土において，初期養生日数が大きくなっ

ても quにほぼ変化は現れないが，転圧後養

生日数が大きいほど qu が大きくなる傾向

を確認した． 
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 図-3 固化破砕土の ρt--C 関係 

 
 図-4 固化破砕土の qu-ts関係 

 

 図-5 固化破砕土の qu-tcc関係 
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